
 

第１章 計画策定の考え方 第２章 名古屋を取り巻く状況 

第３章 長期的展望に立ったまちづくり 

１ 基本方針 

リニアがつなぐ巨大交流圏の中心で躍動する世界都市、誰もが幸せと希望を感じられる名古屋 

（子どもどまんなか、人口減少対応、多様性・包摂性、クリエイティブ都市、協働・共創） 

２ めざす都市像（２０４０年頃の名古屋の姿） 

     

本市人口の将来展望（人口ビジョン） 

１ 市政の変革と基盤強化 

第４章 めざす都市像の実現に向けた取り組み 

２ 重点戦略 

 戦略１ 若い世代が将来に明るい展望を持ち、結婚・子育ての希望をかなえられるよう、 

社会全体で応援します 

 戦略２ 誰一人取り残すことなく、子ども・若者の希望や夢を社会全体で応援します 

 戦略３ 一人ひとりに応じたやさしい福祉を実現し、ともに支え合い活躍できるまちづくりを進めます  

 戦略４ 災害や感染症から市民の命と産業を守り、安心・安全な暮らしを確保します 

 戦略５ 独自の魅力で世界から多様な人が集い交流する、環境と経済の好循環で成長する 

都市をつくります 

３ 施策・事業        ４２施策・５０３事業 

成長の原動力 

原動力１ アジア・アジアパラ競技大会のレガシー形成とリニア時代を見据えた投資 

原動力２ 最先端のデジタル都市の実現に向けた投資 

原動力３ 新たなエネルギーによる産業活性化に向けた投資 

原動力４ 未来を支える人材を育む「人」への投資 
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名 古 屋 市 総 合 計 画 ２ ０ ２ ８ （ 案 ） に つ い て  

◆ 位置づけ  

▶ 「名古屋市基本構想」のもと、本市がめざす都市像などを「長期的展望に立ったまちづくり」 

として示し、その実現のために必要な施策・事業を総合的・体系的に取りまとめたもの。 

▶ まち・ひと・しごと創生法に基づく本市の地方版総合戦略を兼ねるものとする。 

①長期的展望に立ったまちづくり 

 令和 22（2040）年頃を見据え、名古屋を取り巻く状況や市民ニーズを分析した上で「基本方 

針」を示し、「めざす都市像」を描く。 

②めざす都市像の実現に向けた取り組み 

 計画期間内において優先的に取り組む分野横断的な「重点戦略」を描くとともに、推進する 

施策と関連する事業を掲載する。 

◆ 計画期間  

令和 22（2040）年頃を見据えつつ、令和 6（2024）～10（2028）年度までの 5 年間とする。 

◆ 構成  

 

地方創生や DX など総合戦略の要素の取り込み 
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誰もが幸せと希望を感じられる名古屋 

◆SDGs の達成 

◆都市の強 靱
きょうじん

化  

◆絶えずイノベーションを生み出すクリエイティブな都市 

◆地球規模の環境問題への対応と成長の両立 

◆文化・歴史が成長と活力を生み続ける交流拠点都市 

 

◆子どもどまんなか   ◆超高齢社会への対応 

◆人口減少への対応   ◆多様性＆包摂性 

リニアがつなぐ巨大交流圏の中心で躍動する世界都市 

◆協働＆共創 

【人の視点】 

【都市の視点】 

【 人 と 都 市 を 支 え る 視 点 】 

【社会全体の共通目標】 

◆ 基本方針  

【資料５ー１】


